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【輸送人員が減少したのに、収支比率が改善した主な理由】←H28以前のこと
○単価の高い「現金」での利用者が増加した。

（≒地域活性化の取組みによる効果等で、一見さんの利用者が増えた事も要因の一つか？）

○収支決算上、南部地域の定期券利用に関する収入はOD調査結果を用いて算定するため、年間輸送人員の

減少と直接連動しない。結果としてH24よりも南部地域の定期券利用の収入が増加した。

○H23、H24と比較して、利用促進に関する経費が減少したため、結果として経費が下がった。
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平成 29 年度 さくらやまなみバス事業について 

 

〈 輸送人員が増加した 

主な要因（想定） 〉 

・さくらやまなみバスが、 

着実に生活移動手段とし 

て、定着してきている。 

・hanica 定期券で阪急バス 

と阪神バスの相互利用が 

可能になったことによる 

利便性向上の効果 

 

〈 主な要因 〉 

・燃料価格の高騰 

（約 1,800 千円） 

・バスロケーション 

システムの導入 

（約 3,000 千円） 

 

〈 主な要因 〉 

・定期券収入の配分方法 

の変更 

（約 5,000 千円） 

・山口地域から甲山高校、 

 西宮北高校への通学者 

 の減少 

（約 1,700 千円） 
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